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２
０
２
２
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
攻
開
始

以
降
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
外
交
の
多
角
化
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
強

く
推
し
進
め
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
中
央
ア
ジ
ア
を
巡
る
国
際
関
係

の
中
で
ど
の
域
外
国
が
力
を
発
揮
す
る
の
か
が
注
目
さ
れ
て
き
た

が
、
３
年
半
余
り
経
っ
た
今
、
関
係
強
化
に
最
も
成
功
し
た
国
が
中

国
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
面
で
関
係

が
特
に
深
ま
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
何
を
も
た
ら
す
の
か
、
そ
し

て
、
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

２
度
の
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中
国
」
サ
ミ
ッ
ト

　

中
国
と
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
国
際
的
に
最
も

話
題
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
２
３
年
５
月
に
西
安
で
開
か
れ
た
「
中

国
・
中
央
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」
で
あ
ろ
う
。
唐
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

派
手
な
演
出
や
、
互
い
の
核
心
的
利
益
の
支
持
、
中
国
式
発
展
へ
の

評
価
、
カ
ラ
ー
革
命
反
対
と
い
っ
た
、
い
か
に
も
中
国
好
み
だ
が
中

央
ア
ジ
ア
諸
国
が
内
面
化
さ
せ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
用
語
を
並
べ

た
共
同
宣
言
は
、
や
や
底
の
浅
い
印
象
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
首
脳
も
サ
ミ
ッ
ト
の
席
上
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
を
行
い
、
中
国
と
の
関
係
強
化
に
寄
せ
る
期
待
を
表
し
た
。

　

重
要
な
の
は
、
中
国
が
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
と
の
多
国
間
外
交
を

首
脳
レ
ベ
ル
で
行
う
と
い
う
決
意
を
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
明
確
に
示

し
た
こ
と
だ
っ
た
。
域
外
国
が
中
央
ア
ジ
ア
５
カ
国
の
代
表
を
一
堂

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
で
拡
大
す
る
中
国
の
存
在
感

─
─
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
各
国
世
論
の
反
応

主
に
経
済
面
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
を
深
め
る
中
国
。

対
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
と
異
な
る
包
摂
的
戦
略
に
向
か
う
。

・「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中
国
」
な
ど
多
国
間
・
２
国
間
枠
組
み
を
駆
使

・
自
国
企
業
と
の
競
争
や
土
地
問
題
が
、
対
中
国
感
情
に
負
の
作
用

・
人
材
育
成
や
き
め
細
か
な
援
助
も
。
日
本
は
さ
ら
に
独
自
性
を

北
海
道
大
学
教
授

宇
山
智
彦

う
や
ま　
と
も
ひ
こ　
１
９
９
６
年
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
博
士
課
程

中
退
。
専
門
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
近
現
代
史
・
旧
ソ

連
地
域
国
際
政
治
。
在
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
日
本
大
使
館

専
門
調
査
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
中
央
ア

ジ
ア
の
歴
史
と
現
在
』、編
著
書
に『
現
代
中
央
ア
ジ

ア 

政
治
・
経
済
・
社
会
』『
ユ
ー
ラ
シ
ア
近
代
帝
国

と
現
代
世
界
』
な
ど
。
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に
集
め
て
対
話
す
る
「
５
＋
１
」
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
日
本
が
04
年

に「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」対
話
を
始
め
て
以
降
、他
の
諸
国
が
次
々

と
模
倣
し
た
も
の
だ
が
、
各
国
と
の
個
別
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た

中
国
が
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中
国
」
の
枠
組
み
を
作
っ
た
の
は
20
年
の

こ
と
で
遅
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
３
年
で
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
た
上
、
24
年
に
は
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中
国
」
の
事
務
局
を

西
安
に
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
他
国
の
「
５
＋
１
」
が
緩
や
か
な
対

話
や
協
議
を
行
な
う
仕
組
み
で
あ
る
の
に
比
べ
、
制
度
化
志
向
が

強
い
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
サ
ミ
ッ
ト
を
２
年
に
１
度
定
例
開
催
す
る

こ
と
に
し
た
の
も
、
中
国
の
独
自
性
で
あ
る
。
第
２
回
は
今
年
６
月

に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
首
都
ア
ス
タ
ナ
で
開
か
れ
、
６
カ
国
の
「
永
久

善
隣
友
好
協
力
条
約
」
が
調
印
さ
れ
た
。
第
１
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
続

い
て
経
済
関
係
の
多
く
の
合
意
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
れ
ま
で
、
中
国
と
中
央
ア
ジ
ア
を
含
む
多
国
間
枠
組
み
と
し

て
は
上
海
協
力
機
構
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
永
世
中

立
国
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
が
非
加
盟
で
あ
る
上
、
ロ
シ
ア
や
イ
ン

ド
な
ど
多
様
な
利
害
を
持
つ
加
盟
国
の
合
意
形
成
が
難
し
い
Ｓ
Ｃ
Ｏ

よ
り
も
、「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中
国
」の
枠
組
み
の
方
が
効
率
的
だ
と
言

え
る
。

経
済
関
係
は
飛
躍
的
に
発
展

　

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
中
国
の
貿
易
は
２
０
０
０
年
代
以
降
順
調
に

伸
び
て
き
た
が
、
20
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
伸
び
を
見
せ
、
以
前
か

ら
中
国
に
大
量
の
天
然
ガ
ス
を
輸
出
し
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

に
加
え
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン

（
キ
ル
ギ
ス
）に
対
し
て
も
、中
国
は
23
年
ま
で
に
ロ
シ
ア
を
抜
い
て

第
１
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ
た
。
増
加
の
一
因
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
が
中
ロ
間
の
迂
回
貿
易
の
経
路
と
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
24

年
に
は
貿
易
の
伸
び
が
停
滞
し
た
が
、25
年
前
半
に
は
再
び
伸
び
て
、

中
国
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
も
第
１
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ

た
。
な
お
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
除
け
ば
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
対

中
貿
易
は
赤
字
で
あ
り
、特
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、

ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
は
大
幅
な
入
超
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
か
ら
の
投
資
は
、
石
油
・
ガ
ス
開
発
に
加
え
て
、
極
め
て
多

く
の
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
ロ
シ
ア
の
国
営

企
業
を
中
心
に
最
初
の
原
子
力
発
電
所
建
設
が
始
ま
っ
た
が
、
第

２
・
第
３
の
原
発
は
中
国
の
国
営
企
業
に
よ
る
建
設
が
決
ま
り
、
ロ

シ
ア
が
豊
富
な
経
験
を
持
つ
原
子
力
分
野
で
さ
え
も
中
国
の
影
響
力

が
増
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
産
業
で
の
協
力
も
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進
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
ぶ
中
国
と
の
合
弁
企
業
の
数

は
中
央
ア
ジ
ア
全
体
で
１
万
を
超
え
る
と
い
う
。
技
術
者
な
ど
の
人

材
養
成
も
中
国
が
引
き
受
け
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

　

輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
特
に
中
国
と
ク
ル
グ
ズ

ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
結
ぶ
鉄
道
が
２
０
２
４
年
に
着
工
し

た
こ
と
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
構
想
さ
れ
て

い
た
が
、
高
山
地
帯
を
通
る
こ
と
や
軌
間
（
レ
ー
ル
幅
）
の
違
い
な

ど
技
術
的
な
問
題
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
を
通
ら
ず
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
東

西
を
結
ぶ
交
通
路
を
構
成
す
る
鉄
道
の
建
設
に
は
ロ
シ
ア
が
難
色
を

示
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
推
進
力

に
加
え
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
通
ハ
ブ
を
目
指
す
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
と

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
意
欲
が
、
そ
う
し
た
困
難
に
打
ち
勝
っ
た
。

軍
事
・
治
安
面
の
協
力
も
発
展

　

か
つ
て
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
軍
事
・
治
安
面
で
ロ
シ
ア
が
圧
倒
的

な
影
響
力
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
中
国
の
力
も
増
し
て

い
る
。
中
国
軍
は
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
軍
と
、
主
に
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
枠
組

み
を
使
っ
て
合
同
演
習
を
す
る
が
、
時
に
は
２
国
間
で
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
国
の
武
装
警
察
が
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
警
察
を
訓
練

す
る
な
ど
、
治
安
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
協
力
も
盛
ん
で
あ

る
。
中
国
企
業
の
安
全
確
保
を
主
目
的
と
し
て
、
中
国
の
警
備
会
社

も
中
央
ア
ジ
ア
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

　

特
に
顕
著
な
協
力
の
例
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
あ
る
。
対
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
国
境
の
防
衛
で
中
国
と
関
心
を
共
に
し
、
武
器
の
供
給
や

軍
・
治
安
機
関
の
施
設
建
設
な
ど
で
中
国
の
援
助
を
受
け
て
き
た
。

両
国
政
府
は
認
め
て
い
な
い
が
、
２
０
１
６
年
頃
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
国
境
（
ワ
ハ
ン
回
廊
）
の
近
く
に
中
国
の
軍
事
基
地
（
お
そ
ら

く
中
国
軍
で
は
な
く
公
安
部
の
施
設
）
が
建
設
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
21
年
に
は
、
や
は
り
国
境
近
く
に
中
国
の
資
金
で
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
の
軍
事
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
も
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側
か
ら
提

案
し
た
と
い
う
。

　

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
「
安
全
な
都
市
」
の
標
語
の
も
と
に
、
諸
外

国
の
協
力
を
得
て
街
頭
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
き
た
が
、

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
街
頭
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
監
視
に
つ
い
て
全
面

的
に
中
国
の
支
援
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
国
内
の

統
制
や
反
対
派
の
弾
圧
の
た
め
に
も
中
国
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
協
力
関
係
は
、
中
国
が
次
々
と
打
ち
出
す
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
う
ち
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
保
障
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
安
全
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
一
環
と
さ

れ
、
中
央
ア
ジ
ア
各
国
政
権
の
支
持
を
得
て
い
る
。
今
後
、
中
央
ア

ジ
ア
、
特
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
が
、
中
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
力
拡
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大
の
成
功
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

反
中
感
情
に
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
強
化
で
対
応

　

こ
の
よ
う
に
、
中
央
ア
ジ
ア
各
国
の
政
権
が
中
国
と
緊
密
に
協
力

す
る
一
方
で
、
一
般
国
民
は
中
国
に
あ
ま
り
親
近
感
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
時
に
反
中
感
情
も
表
れ
て
い
る
。
中
国
は
広
報
文
化
外
交
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
さ
ほ
ど
効
果
が
な
く
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
不
足
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
面
で
も
、
近
年
は
改
善
の

努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
目
立
つ
の
は
メ
デ
ィ
ア
戦
略
で
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
合
同

で
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
中
国
に
招
い
て
の
研
修
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
中

国
側
が
中
央
ア
ジ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と

も
あ
り
、
中
国
に
好
意
的
な
報
道
を
期
待
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
映
画
、
歌
謡
な
ど
の
文
化
面
で
も
交
流
が
活
発
化
し
て
い
る
。

中
国
で
も
有
名
な
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
歌
手
デ
ィ
マ
シ
ュ
・
ク
ダ
イ
ベ

ル
ゲ
ン
は
、
両
国
の
交
流
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
は
世
界
的
な
国
際
協
力
戦
略
と
し
て
、
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建

設
な
ど
派
手
な
事
業
だ
け
で
な
く
、「
小
さ
く
優
れ
た
」民
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
人
材
育
成
面
で
は
、
以
前
か
ら
あ
る
中

国
語
教
育
の
孔
子
学
院
に
加
え
、「
魯
班
工
坊
」と
呼
ば
れ
る
職
業
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
中
央
ア
ジ
ア
各
国
に
導
入
済
み
も
し
く
は
導
入

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
国
家
国
際
発
展
協
力
署
は
、
ク
ル
グ

ズ
ス
タ
ン
で
国
連
世
界
食
糧
計
画
と
連
携
し
て
学
校
給
食
を
支
援
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
が
手
が
け
て
い
た
よ
う
な
援
助
に
乗

り
出
し
て
い
る
。
日
本
が
得
意
と
し
て
き
た
草
の
根
レ
ベ
ル
の
協
力

を
中
国
が
始
め
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
市

民
社
会
組
織
や
独
立
メ
デ
ィ
ア
は
支
援
対
象
で
は
な
い
の
で
、
一
部

で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
解
体
し
た
ア
メ
リ
カ

国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
に
中
国
が
取
っ
て
代
わ
る
と
い
う
見

方
は
、
あ
ま
り
当
た
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

対
中
感
情
の
好
悪
は
接
触
の
性
質
に
よ
り
変
動

　

こ
れ
ら
の
中
国
と
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
関
係
の
強
化
や
、
中
国

の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
推
進
の
取
り
組
み
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
民

の
対
中
感
情
を
改
善
さ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
０
年
代
に
は
、
中
国
と
国
境
を
接
す
る
た
め
潜
在
的
な
領

土
問
題
が
あ
り
、
経
済
関
係
が
早
く
か
ら
深
ま
り
、
な
お
か
つ
言
論

や
社
会
活
動
が
比
較
的
自
由
な
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン

で
、
反
中
感
情
が
し
ば
し
ば
表
面
化
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
16

年
に
、「
土
地
が
中
国
人
に
売
ら
れ
る
」と
い
う
誤
っ
た
噂
を
き
っ
か
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け
に
、
全
国
で
抗
議
集
会
が
起
き
た
。
新
疆
で
現
地
の
カ
ザ
フ
人
を

含
む
ム
ス
リ
ム
弾
圧
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
も
反
発
を
呼
ん
だ
。
ク

ル
グ
ズ
ス
タ
ン
で
は
、
中
国
企
業
・
中
国
人
労
働
者
と
地
元
住
民
の

対
立
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
目

立
つ
事
件
は
減
っ
た
。
し
か
し
「
中
央
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」

の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
両
国
お
よ
び
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
中
国
に

好
意
を
持
つ
と
回
答
し
た
人
は
２
０
１
７
年
に
は
過
半
数
を
占
め
て

い
た
も
の
の
、
21
年
に
か
け
て
明
ら
か
な
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

し
か
し
22
年
か
ら
23
年
に
か
け
て
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
と
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
で
は
再
び
大
多
数
の
人
が
中
国
に
好
意
を

持
つ
と
答
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。個
別
の
問
題
に
関
す
る
質
問
で
は
、

対
中
債
務
や
中
国
人
の
土
地
購
入
を
不
安
視
す
る
人
の
割
合
が
高
止

ま
り
し
、
中
国
人
労
働
者
の
到
来
へ
の
反
対
も
根
強
い
一
方
、
中
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
持
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
経
済
協
力
の
成
果
が
国
民
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
言
え
よ
う
。
特
に
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
で
は
、
積
極
的
な
経
済

発
展
政
策
で
国
民
の
支
持
を
得
て
い
る
サ
ド
ゥ
ル
・
ジ
ャ
パ
ロ
フ
政

権
が
、
中
国
か
ら
の
資
金
と
技
術
の
導
入
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
約
７
５
０

０
キ
ロ
の
国
境
を
接
す
る
隣
国
で
あ
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
主
権
を

軽
視
す
る
傾
向
も
あ
る
ロ
シ
ア
に
対
す
る
警
戒
心
が
、
22
年
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
後
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
、
中
国
の
イ
メ
ー
ジ

を
相
対
的
に
上
げ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

他
方
で
、
中
国
と
国
境
を
接
し
て
お
ら
ず
こ
れ
ま
で
中
国
脅
威
論

が
弱
か
っ
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
、
逆
に
中
国
に
好
意
的
で
な
い
世

論
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ャ
フ
カ
ッ
ト
・
ミ
ル
ジ

ヨ
ー
エ
フ
政
権
の
改
革
開
放
政
策
の
も
と
で
、中
国
と
の
経
済
関
係
、

特
に
投
資
が
急
拡
大
す
る
と
い
う
、
こ
の
国
に
と
っ
て
新
し
い
事
態

に
国
民
が
戸
惑
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
中
国
人
が
土
地
を
買
い
占
め
て
い
る
、
中

国
が
融
資
と
引
き
換
え
に
反
宗
教
闘
争
を
求
め
て
い
る
と
い
う
デ
マ

が
流
さ
れ
た
り
、
中
国
語
の
看
板
を
掲
げ
る
店
が
増
え
て
い
る
こ
と

へ
の
違
和
感
を
示
す
書
き
込
み
が
さ
れ
た
り
し
た
。
外
国
人
が
土
地

を
買
う
こ
と
は
法
律
的
に
不
可
能
だ
が
、
中
国
企
業
の
た
め
に
、
地

方
当
局
が
住
民
に
土
地
の
供
出
を
強
要
し
た
ケ
ー
ス
が
実
際
に
あ
っ

た
と
い
う
。
な
お
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
は
統

制
が
厳
し
く
、
反
中
的
な
世
論
や
抗
議
行
動
は
表
面
化
し
て
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
知
識
層
に
は
中
国
に
批
判
的
な

意
見
が
少
な
く
な
い
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
反
中
的
な
発
言
の
増
加
に
は
、
中
国
系
企

業
と
地
元
企
業
の
競
争
激
化
も
作
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
同
じ

よ
う
な
事
情
は
、
他
の
国
々
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
る
だ
ろ
う
。
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新
疆
で
の
ム
ス
リ
ム
弾
圧
も
、
中
国
に
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
た

れ
る
要
因
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
中
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
や
人
的
交

流
の
強
化
の
取
り
組
み
は
、
中
央
ア
ジ
ア
側
、
特
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
お
い
て
直
接
的
な
関
係
者
の
間
で
は
評
価
が
高
い
が
、
一
般
国
民

に
ど
の
程
度
影
響
し
て
い
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
対
中

感
情
と
し
て
、
好
悪
の
ど
ち
ら
が
今
後
の
中
央
ア
ジ
ア
の
主
流
に
な

る
の
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

中
央
ア
ジ
ア
と
の
関
係
強
化
、
日
本
の
役
割
は

　

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
全
方
位
的
な
外
交
方
針

を
掲
げ
て
お
り
、
中
国
と
の
関
係
強
化
が
他
の
国
々
と
の
関
係
を
ゼ

ロ
サ
ム
的
に
弱
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
・
文
化
的
・
人

的
に
深
い
関
係
を
持
つ
ロ
シ
ア
は
、
相
対
的
な
地
位
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
退
場
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。
欧
米
、
特
に
Ｅ
Ｕ
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
後
、

中
央
ア
ジ
ア
と
の
関
係
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
文
化
的
親
近
感

で
優
位
に
立
つ
ト
ル
コ
に
加
え
、
資
金
力
の
あ
る
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ア

ラ
ブ
諸
国
に
も
中
央
ア
ジ
ア
進
出
の
勢
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
央

ア
ジ
ア
へ
の
関
与
が
恒
常
的
で
か
つ
強
力
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

は
、
中
国
が
一
番
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
同
じ
東
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
、

中
国
や
韓
国
に
比
べ
て
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
が
消
極
的
だ
と
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
日
本
に
と
っ
て
は
、
中
国
が
物
量
に
頼
る
経

済
関
係
だ
け
で
な
く
き
め
細
か
な
援
助
に
も
乗
り
出
す
こ
と
で
、
優

位
性
の
あ
る
分
野
を
失
い
か
ね
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化
が
、

即
座
に
国
際
秩
序
を
乱
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
・
東

南
ア
ジ
ア
で
の
中
国
の
行
動
が
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
や
軍
事
戦
略
と
の
関

係
で
攻
撃
的
に
な
り
が
ち
な
の
に
対
し
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
中
国
は

基
本
的
に
国
際
秩
序
の
維
持
を
志
向
す
る
。
中
央
ア
ジ
ア
地
域
内
外

の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
強
化
に
つ
い
て
は
、
中
国
、
Ｅ
Ｕ
、
日
本
な

ど
の
狙
い
は
相
異
な
る
と
は
い
え
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
事
業
面

で
利
害
の
齟
齬
は
な
い
。
た
だ
し
、
中
国
が
中
央
ア
ジ
ア
で
の
成
功

体
験
を
糧
と
し
て
世
界
各
地
へ
の
進
出
を
さ
ら
に
強
化
す
れ
ば
、
国

際
秩
序
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
可
能
性
も
あ
る
。

　

中
国
の
実
利
重
視
の
行
動
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
見
て
分
か
り
や
す

い
が
、
逆
に
言
え
ば
、
中
国
は
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
た
め
を
考
え
て

行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。「
中
央
ア
ジ
ア
＋
中

国
」
の
枠
組
み
は
、「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
と
は
異
な
り
、
中

央
ア
ジ
ア
諸
国
同
士
の
地
域
統
合
の
触
媒
に
な
る
と
い
う
趣
旨
の
も

の
で
は
な
い
。
日
本
に
と
っ
て
は
、
地
域
統
合
の
促
進
と
、
国
際
社

会
に
お
け
る
中
小
国
の
利
益
の
擁
護
と
い
う
面
で
、
中
国
と
異
な
る

独
自
性
を
発
揮
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。


